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東日本旅客鉄道株式会社秋田事業本部  
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秋田・青森エリアの鉄道技術者が連携し、持続可能なモビリティの実現を目指します 

 

 

 

 

 

1．締結日 2026 年 6 月 29 日 

 

2. 協定名 秋田県・青森県各鉄道事業者における技術連携について 

※略称「Ignition Alliance（イグニッション・アライアンス）」 

3．背景 

秋田・青森エリアの鉄道ご利用状況については、2019 年度から

2020 年度にかけてコロナ禍による影響により減少となったものの、その

後、回復傾向にあります。  

持続可能なモビリティの実現のためには、共通課題である「鉄道技

術者の人材育成」や「鉄道設備メンテナンスの効率化」等を解決して

いく必要があります。 

 

4．鉄道技術者の減少 

今回連携協定を締結した鉄道事業者の設備関係社員数総計は 12 年間で約 2 割程度減少しており、限られた鉄道技

術者でメンテナンスを実施しています。将来にわたり鉄道事業を持続可能とするためには、技術者の人材育成が喫緊の課

題です。（※国土交通省 鉄道統計年報 2012 年度から 2023 年度統計より） 

 

5．鉄道設備の老朽化 

開業から 100 年以上を経過している区間が約 7 割を占めており、一部設備については設備更新も行っていますが、全

体的に設備の老朽化が進んでいます。将来にわたり鉄道事業を持続可能とするためには、鉄道設備メンテナンスに関する

知識やノウハウを共有し、より効率的な鉄道設備のメンテナンスが必要です。 

 

6．具体的な取り組みについて 

 

 

 

 

 

東日本旅客鉄道株式会社秋田事業本部と弘南鉄道株式会社、津軽鉄道株式会社、秋田内陸縦貫鉄

道株式会社および由利高原鉄道株式会社は、各社が保有する鉄道に関する知識やノウハウ等を共有し、人

材育成や設備メンテナンスの効率化などの共通課題の解決に取り組み、持続可能なモビリティの実現を目指し

「秋田県・青森県各鉄道事業者における技術連携について」協定を締結しました。 

Ignition Alliance（イグニッション・アライアンス）由来 

「技術者魂に火を灯し、技術を次世代へつなぐ」をコン

セプトとしています。 

※ 


